鯖江継体の会　活動情報

	月日
	内　容
	写　真
	コメント

	1月
某日
	桃源清水へ
現地調査
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	上河内町に地元や近隣の皆さんに古くから親しまれ、継体大王もお飲みになったといわれているお清水があります。付近は福井豪雨の爪痕が残り痛々しさを感じますが、豊かな自然の中に豊かな水が溢れる様はまさに幻想的。

	１月

某日
	薄墨桜周辺へ

現地調査
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	　継体大王お手植えの薄墨桜。現在のものは、孫桜にあたり幹回りも２ｍを越し、市の天然記念物に指定されています。近くには、大きな松に抱かれた山伏岩があり、４月１５日には、ここでオープニングや茶会などの記念事業を開催する予定です。

	
	赤岩付近

からの眺望
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	　尾花キャンプ場から薄墨桜・山伏岩へ向かう林道の途中に赤岩という赤みを帯びた大きな岩があり、そこから見る「うるしの里」の眺望は見事です。

	２/６

（火）
	おばばの会
地元小学校で紙芝居

「けいたい大王の冠」
を初披露
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	　ふるさとのすばらしい文化を後世に伝えようと活動している女性グループ「おばばの会」が地元の河和田小学校5･6年生の前で、新作紙芝居「けいたい大王の冠」を初披露しました。
優しい絵と語り口に児童達は聞き入っていました。今後、ほかの小学校でも披露する予定です。

	－
	越前漆器組合制作の冠を展示
	[image: image5.jpg]



	昨年、越前漆器協同組合の伝統工芸士会が、「大王冠」「宝珠冠」「双耳冠」と名付け制作した三種類の冠をうるしの里会館の正面玄関に展示しています。
匠の技を集結して作られた冠を一度ご覧下さい。
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